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(1)井戸型ポテンシャルでは井戸内のポテンシャルは V = 0と置くことが出来るので、

波動方程式は 

ℏ2

2𝑚
 
𝑑2𝜙

𝑑𝑥2
+ 𝐸𝜙 = 0 () 

この式の解として 

𝜙 = 𝐴 sin(𝑎𝑥) () 

と置き、(2)式を(1)式に代入すると、 

ℏ2

2𝑚
 {−𝐴𝛼2 sin(𝑎𝑥)} + 𝐸{𝐴 sin(𝑎𝑥)} = 0  

Eについて整理すると 

𝑬 =
ℏ𝟐

𝟐𝒎
 𝜶𝟐 () 

x = 0,  =0 と x = L,  =0の条件より 

sin(𝛼𝐿)  =  0  

これを解くと 

𝜶 =  
𝒏𝝅

𝑳
 () 

(4)式を(3)式に代入すると、 
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𝑳
)

𝟐
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(2)n = 3から n = 4への遷移におけるエネルギー差Eは(5)式を用いると 

∆𝐸 =  𝐸4 −  𝐸3 =
7ℎ2

8𝑚𝐿2
= ℎ𝜈 = ℎ

𝑐0

𝜆
  

ただし、c0は真空中の光速度とする。 

よって遷移波長は 

𝜆 =  
8𝑚𝐿2𝑐0

7ℎ
 () 

(6)式に𝑚 =  𝑚𝑒 = 9.109 × 10−31 kg, ℎ = 6.626 ×  10−34  Js, 𝑐0 = 2.998 × 108 ms−1, 

𝐿 = 7.27 Å = 7.27 × 10−10 m を代入すると 

（答） 𝝀 =  𝟐. 𝟒𝟖𝟗𝟒 ⋯ × 𝟏𝟎−𝟕 𝐦 ≅ 𝟐𝟒𝟗 𝐧𝐦  

 


